
福島原発事故の炉心溶融と
TMI事故の教訓

• 資料：TMI事故調査報告書（1988年）

• 原子炉水位の推定による燃料棒の露出
• 圧力データによるZr‐水反応の推定

• 炉心部の温度上昇の推定

• 熔融炉心の状況
• 福島原発3号炉、4号炉の使用済み燃料の状
況（読売新聞）
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（１）はじめに
TMI原発はPWRであり、福島原発はBWRである。炉型が異

なっているため通常運転時の炉心の熱流動は異なっていま
す。しかし、冷却水が減少し燃料棒が露出するようになると、
その後の燃料棒の熱水学的挙動あるいは破損の進行などに
は類似性があります。
そのような観点から、TMI事故時における燃料棒の破損状

況、具体的には、燃料棒が冷却水から露出した後の燃料棒
の温度上昇、ジルコニウムー水反応の反応割合あるいは炉
心温度の上昇などを紹介したい。今回の事故で言えば、12日
の正午頃、1号機の炉心で水位が燃料棒の先端より1,2メート

ル低下したという発表があった時期前後から水素爆発の起
こった時期である。現時点では、もはやTMI事故を超えている

ので、余り参考にはならないだろう。
なお、福島、3号炉、4号炉の使用済み燃料プールの状況に

について補足したい。



原子炉内水位の推定法：
線源領域中性子モニタの計数変化によって原子炉水位が推定可能



１次系の圧力と
原子炉水位

(1989年事故報告書)
水位低下後の圧力の急上
昇はZr‐水反応による水素発

生を予測させる



Zr‐水反応及び

炉心溶融の割合と
炉心最高温度の予測
（1989年事故報告書）



１次系の圧力と
炉心部の水位
(By simulation)





原子炉容器底面のデブリの状況


